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跡見玉枝の還暦祝賀会 —跡見花蹊との交流にふれて—
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　跡見学園女子大学文学部准教授　植田恭代 1（32）
一、『跡見花蹊日記』の記述から 1（32）
二、祝いの和歌 　2（31）
三、延期された祝賀会 　4（29）
7
１．花蹊資料館の資料収集
　資料館収蔵の品は花蹊先生ご本人に関わる物、次の世代の李子先生に関わる物・李子先生の養子（花蹊先生の養孫）
純弘氏に関わる物、跡見家ゆかりの人々に関わる物、学園の教職員・生徒・学生に関わる物、その他に分けることができ
る。そしてこれらの多くが、跡見家から寄贈された物を中心として、毎年さまざまな方がさまざまな品を次々と寄贈してく
ださることが多い。140年にならんとする跡見学園の歴史の中で培ってきた人と人とのつながりの中から生まれ得る行為で
あり、館にとっては誠にありがたいことである。毎年、多くの品が寄贈されているが（もちろん、館の予算で購入している物
も数点含まれる）、そうした中には花蹊先生の書や絵画もみることができる。
　たとえば、本年度学園関係者から寄贈された掛け軸は、花蹊先生が描いた扇面が含まれる。草花が描かれ落款が押さ
れ、大正五年の記述がある。大正五年といえば、花蹊先生の喜寿の祝いが催された年で、盛大な祝宴が開かれ大隈重信を
初めとする来賓が祝辞を述べている。花蹊先生はこの宴を開いてくれたことに対しての返礼として、学園に対しては朱文公
の勧学文「勿謂今日不学而…」（写真１）を寄贈されている。勿論これは軸装（草仕立て）にされており、本紙の周囲の中
回しの部分には、花蹊先生が三十年来お召しになられた羽織の裏地が用いられている。裏地の模様は壽の字を模様化した
もので、今もその色は花蹊先生のお召しものの好みを偲ばせる落ち着いた色合いを見事に伝えている（写真２　部分）。
　一方、一般の参会者には扇面（実際には扇子だった可能性が高い）がお返しの品として配られたのではないかと思われ
る。寄贈された扇面の軸装は、上記のお祝いのお返しではないかと思われるが、来歴は更なる調査が必要である。金地の
扇面に花蹊先生が伸びやかな筆遣いで草花が描かれている。いただいた方が軸装にしたものと思われる。（写真３）
　この由緒に関しては、まだ充分な調査がなされていないが、ともかく多くの方々に見ていただきたいという資料館側の
意図で、１月８日の賀詞交歓会の折、金屏風の前にケースに入れて飾られた。跡見純弘氏からは「李子がどなたかに差し
展示室と収蔵庫をいかにつなぐか —学芸員のお仕事—
倉石あつ子（文学部教授／花蹊記念資料館館長）
はじめに
　博物館施設にはさまざまな機能を備えた博物館・資料館があり、呼び方が異なるように自ずからその役割も異なる。博
物館の条件は「博物館法」によって定められているので、その条件を満たした館が博物館として認められる。「博物館法」
第二条によれば博物館とは、《歴史、芸術、民俗、産業、自然科学等に関する資料を収集し、保管（育成を含む。以下同
じ。）し、展示して教育的配慮の下に一般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーション等に資するために必
要な事業を行い、あわせてこれらの資料に関する調査研究をする》施設ということになる。
　こうした条件に当てはめていえば、花蹊記念資料館（以下　資料館）もその名称のとおり、学祖跡見花蹊先生（1840～
1926）および跡見学園ゆかりの資料を収集し、調査・研究し、その成果を教育に活かすと同時に広く一般の人々に公開し、
利用に供するということが館に求められている使命である（学校法人跡見学園組織規程　第二十一条参照）。
　いわば本館に収められている資料は、ある意味で学祖を検証するためのものであると同時に、学園の歴史や意志などが
集約されているものであるともいえる。さらにそれらの資料を広く一般の人々に公開することによって、教育、歴史、美術、
芸術、女性研究などのさまざまな研究分野に寄与していると捉えてよいだろう。研究者からの問い合わせによって資料提
供をしたり、刊行物を送付することもある。今年度の事例でいえば、栃木県小山市立車屋美術館での「近代の南画」展に
花蹊先生の作品および黒田清輝の花蹊像を貸し出している。黒田清輝の花蹊像は今まで門外不出とされていたが、理事長
以下大学側の判断により、初めて大学外での展示に踏み切った。収蔵しているものを一般の公衆の利用に供するというこ
とは、近年どこの館にも求められている役割であるからである。
　本稿では、こうした日々の資料館活動の中でも特に資料館の根幹をなす、１．資料収集　２．展示と調査・研究　３．保
存と管理という点に絞って、あらためて館の活動を報告し、そのあり方を考えてみたい。
